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23. 小人症の診断的研究
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血中 Corticosteroidの簡易測定法である 3H-Pre-
dnisolone Resin Sponge摂取率指標による Lysine-8-
Vasopressin試験を 17名の小人症に施行した。下垂体
性小人症と健常者との聞に推計学上の有意差は認めなか
ったが，本証の 6例中 3例に低下反応あるいはその傾向
を認めた。下垂体性小人症を疑う群8例中，特に本症を
疑う 1例は低下反応を示した。原発性小人症の 3例は正
常に反応した。この結果を， Metopirone試験の成績と
比較すると， L-8-Vと Metopironeの作用部位の相違
と再試験の解離から，障害部位を推定できるもののほか
に， L-8-V試験のみ低下反応という成績のものが少数 
(2例)あった。このような現象は， L-8-Vの作用部位に
関する最近の知見， Piromen試験(正常)と Metopirone
試験(低下)の解離の報告， Stressおよび Negative 
Feed-backによる ACTH分泌にかかわる視床下部の
解剖学的部位の差から可能と思われるが，今後の多数例
についての検討を要する。 
24. 血族内発生からみた小児甲状腺疾患
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当教室最近の分類による小児甲状腺疾患のうち何らか
の甲状腺疾患を血族内に有したものにつき遺伝的考察を
行なった。単純性甲状腺腫，慢性甲状腺炎および甲状腺
腫性クレチニズムでは高頻度に血族内発生を認め，甲状
腺疾患全体としてみると 28.2%に血族内発生がみられ
た。単純性甲状腺腫では familialsimple goiterが多
く先天代謝異常が考えられその遺伝型式は単純性常染色
体性劣性遺伝と考えられているが， DIT脱ヨード化障
害のある一家系で優性型式が認められたことは興味ある
点である。次に最近増加傾向のみられる小児慢性甲状腺
炎では 21.7%に同一疾患を，約 50%に何らかの甲状腺
疾患を血族内に見ており何らかの素図の関与が考えられ
る。機能尤進症では同胞例例を経験したにすぎずその遺
伝型式は不明(常染色体性優性との報告がある)であっ
たが血族の followupが必要で、ある。 athyrotic及び 
ectopicクレチニズムでは家族性図子はほとんど考えら
れぬが 2例同胞例を経験しまれな例に遭遇したと考えら
れる。甲状腺腫性クレチニズムは従来の報告のように常
染色体性劣性遺伝であったが前述の DIT脱ヨード化障
害の家系のような例のあることは注目すべき点と考え
る。最後に甲状腺症患をみたら家族も一緒に検査する必
要があることを痛感した。
質問 森和夫(国立千葉) 
1) 発育加速現象と性早熟症の診断との関係について 
2) 本症の治療の必要性について 
25. 答 中田益先 
① 最近発育加速現象が問題とされているのは事実で
あるが，現在性早熟症の診断にあたっては，一般的に言
って男児では 10才以前に，女児では 8才以前に第二次
性徴の出現を見た場合を基準とすれば良いと思う。 
② 概して放置しておいても良いといわれていた性早
熟症は，真性特発性性早熟症であり，脳性あるいは仮性
性早熟症の場合には取り除きうる原図の発見に努め，適
当な処置を講ずる必要がある。 
26. 最近 3年間の小児化膿性髄膜炎の臨床的観察
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最近 3年間，起炎菌を確認した小児化膿性髄膜炎(男 
9，女 3)の 12例中， 1才以下 10側で，新生児期症例
が6例。起炎菌は， E. coli 4例， Pseudomonas aeru-
ginosa 2例， Klebsiella pneum 1例， Listeria monocyt 
l例， s-Streptococcus 1例， Diplococcus pneum 3例
で，グラム陰性菌は， 1才以下に多く，新生児期例では
.その 2/3を占めた。これらの菌群では，治療開始より菌
陰性化が，陽性菌に比し，著しく遅延し，特に，新生児
期例の E.coliの3例で特徴的であった。新生児期以後
の症例が特異的症状を示すのに反し，新生児期例は，初
発・早期症状が非特異的で，診断が遅れ，治療経過，予
後に関し重大な問題と思われた。この新生児期症例は，
全例，分娩異常を伴ない，水頭症・脳膿蕩発現が例中例
にみられ，グラム陰性菌，特に， E. coli群では，菌陰
性化遅延とともに難治， かつ予後不良で，新生児期に
は，非特異症状でも，分娩異常を伴う場合，早期の確診，
万全な治療の必要性が痛感された。
追加 斎藤三夫(葛飾日赤) 
① 新生児，特に未熟児髄膜炎は困難で 5年間に 7名
経験し 2名は病理解剖で診断した。 
② CRPが診断に有意義と思われた。 
③ 早期破水，特に羊水の潤濁の強いものに注意する
必要がある。
